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概要：情報システムが利用者（ユーザーおよび開発運用者）に対して有用なものであるためには，（1）利

用者の主観的な判断基準や選好等の利用者それぞれに固有のコンテキストを，システムの作動に際して織

り込む必要がある．また，（2）そのような利用者のコンテキストは，利用者と情報システムとのコミュニ

ケーションを通じて徐々に形成されていくという前提で，システムを構想する必要がある．そして，(3)

ユーザーの満足度や開発運用者の負担の観点から，コンテキストの創出やシステムの作動の変更は暗黙的

かつ自動的に行われるべきである．我々は，このような利用や運用に関わる障壁が取り除かれた未来のシ

ステム，すなわち「なめらかなシステム」を目指している．なめらかなシステムでは，情報システムと利

用者の間をなめらかにするために，相互の理解形成が重要であると考える．本講演では，「なめらかなシス

テム」というシステム観に基づいた運用技術のひとつのあり方を議論したい．そのために，相互理解に必

要な要素，ならびにこれを織り込み，適応的に振る舞う情報システムの実現に必要な技術を整理し，当社

の事業領域であるWebサービスにおける部分研究を紹介する．

1. なめらかなシステムの実現に向けて

我々は，情報システムの利用や運用における様々な障壁

を取り除き，利用の快適さや運用における生産性の向上に

繋げるため「なめらかなシステム」を提案し，実現に向け

た取り組みを進めている [1]．

ここで，なめらかなシステムとは，情報システムのこと

をいうのみならず，互いに影響を及ぼし合う継続的な関係

にある利用者（ユーザーおよび開発運用者）と情報システ

ムとからなる総体としてのシステムであり，以下の要件を

満たす．

• 要件（1）：利用者と情報システムとが継続的な関係を

取り持つ過程において，利用者それぞれに固有のコン

テキストを見出したり，新たなコンテキストを創出し

たりできること．

• 要件（2）：要件（1）を，利用者による明示的な操作を

課すことなく実現できること．

• 要件（3）：要件（1）および（2）によって得られたコ

ンテキストに基づき，情報システムが利用者に対して

最適なサービスを自動的に提供できること．

すなわち，システム総体における状態，状況，条件といっ

た「コンテキスト」が暗黙的に創出，認識され，コンテキス
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トに応じて最適な振る舞いが提供されるシステムである．

我々は「なめらかなシステム」の実現に向け，暗黙的な

コンテキストの創出，認識に向けた研究 [2], [3] や，最適

な振る舞いを可能にするための機構に関する研究 [4], [5]

を進めている．本講演ではこれらの部分研究の紹介ととも

に，「なめらかなシステム」というシステム観に基づいた運

用技術のひとつのあり方を議論したい．
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